青明舎　　フェイスシート

平成19年11月19日　担当：原　佳伸　

	登　録　者
	氏　名　　冨田　紀子　　様　　　　　　男・女　　　昭和20年2月11日生（62歳）

	
	〒039－1104　　住　所　八戸市田面木赤坂40－16　　GHあおぞら　　電話　0178-23-4189

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	無し

	
	発症時期
	昭和52年頃
	罹 患 期 間
	約29年

	
	入院回数
	5回
	延べ入院年数
	約6年11ヶ月

	医療機関
	　　　青南病院病院（主治医　安ヶ平Dr）
	外来受診日
	2週1回（木曜日）

	医療区分
	
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	0円
	精神保健福祉手帳

２級

	経済状況
	年金
	障害基礎年金2級（6.5万円）

	
	生活保護
	生活保護（月額3.3万円）

	障害程度区分
	
	負担上限月額
	0円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　　うみねこ幸房　　

	住まいの場
	　　GHあおぞら

	登録年月日
	H11年9月1日
	身長
	156cm
	体重
	49kg

	最終学歴
	八戸高等美容学校　卒業
	免許・資格
	美容師免許

	職　歴
	美容師（昭和36年～昭和46年）、スナック（姉の店の手伝い）
	

	保　護　者
	氏名　　冨田　美代子    様　　　続柄　　　長姉　　　　　（同居　・否）

	利用目的

生活で困ったときの相談場所

	入院・治療歴

1 昭和52年10月～昭和53年6月　　三沢聖心会病院　　　　入院

2 昭和54年3月～昭和55年5月　　青南病院　　　　　　　 入院

3 昭和56年6月～昭和57年12月　　青南病院　　　　　　　入院

4 昭和63年11月～平成元年2月　　青南病院　　　　　　　 入院

5 平成5年7月～平成9年4月　　　青南病院　　　　　　　 入院

6 平成9年4月～現在　　　　　　　青南病院　　　　　　　 通院

	生活歴

八戸市湊町に同胞3名の末子として出生。美容師の母の影響により中学卒業後、市内の美容学校に進学し、卒業後は実家の美容院で働く。昭和37年9月上京し、美容師として働きながら美容学校の研究科に進学。半年で卒業し、東京で美容師として働く。昭和46年結婚し主婦業に専念。昭和47年に男児を出産するが、昭和49年に離婚。子供は夫が引取り、本人は帰八。母親と暮し始めるが、昭和50年頃から表情の硬さが見られ、外をぼんやり徘徊したり、不眠、また静かな場所でも「周囲がうるさい」と感じ、幻聴や被害関係妄想が出現。昭和52年10月より、幻聴、妄想等の症状再燃もあり、5回の入退院を繰り返す。5回目の入院中（北病棟）、平成8年8月より、就労訓練のため、うみねこ幸房へ通所開始となる。平成9年4月、青南病院退院後は、青山荘へ入所。青山荘へ入所後は、単身生活のため、食事・調理等の生活技術や、対人関係（共同生活）の関わり方について身につける。平成11年8月、青山荘退所後は、グループホームあおぞら入所。

	家族構成
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

父は本人が幼少の頃に結核で亡くなっている。母は平成10年に亡くなっている。

次女は三沢市に住んでいるがここ何年と連絡はとっていないとの事。


平成19年11月19日（月）原　佳伸

	氏　名
	冨田　紀子　様
	男・女
	生年月日
	　昭和20年2月11日　（62歳）


	長期目標（中期・短期）

	・ＧＨでの生活を安定させ、他者とトラブルにならないように生活する。


	これまでの経過　　（前回評価日H18年10月9日）

	月～金曜日：うみねこ幸房、水曜日：グループホーム訪問（毎週）、木曜日：外来（1回/2週）

【グループホーム】
· 生活状況

掃除や食事当番は問題なく行っている。自室も週に1回掃除を行い、室内は整理整頓されている。洗濯は、洗う量が少ないにも関わらず水量を多くして洗濯し、他入所者から指摘されることがある。表面的には理解した様子をみせるが改善せず、理由を聞くと「今日どうしても着ないといけない」等、自分で適当な解釈をして洗濯をすることがある。職員からの説明で、一時的に改善は見られるが、同様のことが繰り返し見られる。服薬に関して8/22世話人訪問時、本人の服薬に付いて確認すると飲み忘れていたことが分かる。残薬については「もう飲んだ」「飲み忘れたらその分は飲まなくてはならない」と服薬について間違った認識をしている。身体及び精神症状については特に変化はない様子である。
· 対人関係

表面的には社交的に見えるが、他者から注意されたり、指摘された事に対しては、理解や受け入れが難しく、自分の主張を通そうとすることがある。また、突発的に他入所者に対し「私のお金を取ったでしょ」「私の部屋に入ったでしょ」等、被害的な発言を振ることがあり、トラブルになることがある。他入所者が否定し、本人が悪いと認めた時には謝るとの事。他入所者間では「いつもの事」と解釈し、対処法として一貫してそのような発言に対しては否定することとしている。また、トラブルがあった時には、ミーティング時に自室を空ける時には、施錠をきちんと行いトラブルを防ぐように説明する。
【うみねこ幸房】
・ほぼ欠席なく通所できている。作業内容は雑さは見られる時があるが、意欲的に、一定のペースで作業はできている。しかし、作業中、休憩中は問わず突然別の話題を持ち出すことがあり、周囲が理解に苦しむ事があるとの事。



	問題点
	介入の仕方
	支援期間

	①突発的に被害的な発言を他者に振り、トラブルを招くことがある。
	・被害的な発言に対して、事実がない時には、本人に対して否定し、そのような発言がいつもあると困る事をはっきり伝えるように説明。言いにくい場合は、青明舎に相談するように伝える。

・お金を取られたと被害的な発言があるのであれば、小遣い帳を記入して頂く。

・他者からの指摘や注意を受入れられない時には、職員が介入し、その理由や裏付けの部分も加えながら説明し理解してもらう。
	3ヶ月

	②服薬管理について
	・世話人、青明舎の訪問時には服薬ボードを確認し飲み忘れがないか確認する。

・飲み忘れがある場合は、外来時に残薬を持っていくように説明する。
	3ヶ月


プラン計画者　氏名：原　佳伸
修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室




本人








美代子氏（保護者）








三沢市在住








